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1. 本誌 は､.物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し言寸諭 しあい ､ また､研 究 に関連 した

情 事臣を速 や か に交換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･

刊 行 され ます ｡掲 載 内容 は､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国 際 会 議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に開通 した諸 問題 につ いて の意 見 ､

プ レプ リ ン ト案 内､ ニ ューース な どで す ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審 査 は行 ない

ませ ん ｡ 但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不適 当 と

言忍め た もの につ いて は､ 改言丁を求 め､ また は掲 載 を才巨絶 す る こ

とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す ると きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で private communication 扱 い に して下 さ い O

投稿規定

1. 雑誌 の ペ ー ジ数 を節 約 す るため に原 稿 は極 力簡 潔 にお書 き下

さ い ｡

2. 原稿 は 400字詰 原稿 用紙 を使 用 して下 さい ｡

3. 数式 ､ 記号 の書 き方 は Progress,Journal の投稿 規 定 に準

じ､ ミス プ リ ン トが生 じない よ うに適 当 を処置 を とって下 さい ｡

上 ツキ､下 ツキ は特 に給 わ しい もの の み を指定 して下 さい ｡

英 字 の大 ､花 文字 ､ ギ リシ ャの指 定 を忘 れ ない よ うに ､ O と a

と 0(ゼ ロ)､ uと n と r､ C と e､ 1(エ ル)と 1(イチ)､ Ⅹ と

× (カケ ル)､ uとV等 が一 番 間違 いや す い ｡

4. 数式 は 3行 に わた って大 き く書いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可 能性 の あ る長 い数 式 等 は必ず､改 行

の際 の切 れ 目を赤 で才旨走 して下 さい｡

6. 図 の寿宿尺 ､拡 大 は致 しませ ん(,1頁 以 内 に入 らない図 は原則

と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 めて い た だ きます ｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい ｡

8. 別 刷 は原 則 と して作 りませ ん｡,ど う して も別刷 が入 用 を場 合

は､投 稿 の際 に所要 部 数 を50部単 位 で 申込 んで下 さい｡ 別刷 代

は~下記方 式 に よ り､現 金 で納 入 して い た だ きます ｡

(郵券 に よ る受付 はい た しませ ん｡)

p :物研 出釆 上 り頁 三枚

Ⅹ :別 刷 所･要 部 数

a :別刷 1頁 の代 金 3円

b :製本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円

別刷 代- (ap+b)こく+送 料

別刷 代金 は別 刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい ｡

それ よ り遅 れ た場 合 には遅滞 追徴 金 を請 求 され るこ とが あ りま

す か ら､ 御注 意 下 さい ｡

9. 原稿 締 切 日は毎 月20日で原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ま

す ｡



ニ ュー ス

〔北海道大学〕

o談 話 会

1月26日 ｢不安定点近傍における非線型緩和とゆらぎのscaling理論｣

鈴 木 増 雄 氏 (東大理 )

〔東京大学教養物理〕

o談 話 会

2月 7日 ｢星間雲構造の基礎理論｣

oセ ミナー

1月20日 ｢超強磁場による物性研究｣

木 村 博 氏 (芸農 誤 警)

三 浦 登 氏 (物性研 )

2月 3日 ｢フォトンファクトリーとその現状｣

佐 々木 泰三 氏 (東大教養 )

2月10日 ｢Magneto一曲 oncn効果 (不純物散乱 )｣

三 宅 哲 氏 (東工大)

〔東京大学物性研〕

o談 話 会

1月23日 ｢SomeEffectsofElectron-PhononInteractiononLuminescenceJ

FerdWilliams氏(Univ.orDelaware)

1月30日 ｢超強磁場と物性｣ 三 浦 登 氏 (物性研 )

○セ ミナー

1月14日 ｢鉄中の正ミューオンスピンの横緩和｣

藤 井 秀 壮 氏 (東大理 )

1月21日 ｢アモルファス金属の電気抵抗｣ 大 川 房 義 氏 (物性研 )

1月28日 ｢スピンのゆらぎとe2qQ｣ 高 橋 慶 紀 氏 (物性研 )
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ニユ-ス

〔名古屋大学〕

o物理談話会

｢RHEEDによるSi,Ge表面構造の研究｣

井 野 正 三 氏 (東北大)

｢混晶AgBrl_X Cex 中の自縄 自縛正孔,Ag'中心の電子スピン共鳴

(ESR)による研究｣ 山 家 光 男 氏 (名大理 )

o応物談話会

｢不安定点近傍における非線型緩和とゆらぎのスケー リング理論｣

鈴 木 増 雄 氏 (東大理 )

o s研一中野研合同コロキウム

｢準二次元電子系での分極波による不安定性｣

佐 藤 紘 為 氏 (名大埋 )

〔大阪大学〕

o談 話 会

理 学 部

2月 1日 ｢Massshirtorheavyparticlesmovinginelectrongas｣

近 藤 淳 氏 (電総研 )

2月10日 ｢合金中の環境効果 一 原子磁気モーメントの分布 - ｣

三 輪 浩 氏 (阪大理 )

oセ ミナー

基 礎 工

1月20日 ｢臨界溶液におけるスピノーダ/レ分解｣

川 崎 恭 治 氏 (九大種 )

oそ の 他

基礎工特別講義

1月18日-20日 ｢相転移のダイナミックス｣

川 崎 恭 治 氏 (九大理)
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ニュース

理学部特別講義

1月17日-19日 ｢化合物磁性｣ 安 達 健 五 氏 (名大工 )

1月31日～2月2日 ｢フェルミ面の樺異性｣ 近 藤 淳 氏 (電総研 )

1月 6日～ 8日 ｢相転移論｣ 川 崎 恭 治 氏 (九大種)

- 39 1 -



プレプリン ト案内

〔東京大学理学部 ･物理 ･久保研究室〕

(192) 6･ S･Kawaji,∫.Wakabayashi,M.NamikiandK.Kusuda

ElectronLocalizationinSiliconInversionLayersunderStrongMagneticFields

(193) 6. ∫.A.TataronisandW.Grossman

OnSupplementaryHeatingofFusionPlasmasbyMeansofAlfv6nWaves

(194) 6. E.LevichandV.Yakhot

TimeDevelopmentorCoherentandSupernuidPropertiesintheCourseor

入-Transition

(195) 6. I.Goldhirsch,E.Levich,andV.Yakhot

ExactBosomRepresentationorQuantum SpinSystenlSandInvestigationor

TheirCritica一Behaviour

(196) 9. VladimirHizhnyakov

OntheTheoryorTransientResonanceSecondaryRadiationSpectra

(197) ll. ToyoichiTanaka

DynamicsofCriticalFluctuationsinGels

(198) ll. ToyoichiTanaka

CollapseofGelsandtheCriticalEndPoint

(199) ll. Ken-ichiTozakiandAkiralkushima

DynamicScalingandUltrasonicAttenuationin4HeNeartheSupernuidTransi-

tionPoint

(200) 12. W.Tomlinson,J･EckertandG･Shirane

lnelasticNeutronScatteringfrom HighDensityfcc4He

(201) 13. KazuhisaTomitaandTohruKai

StroboscopicPhasePortraitandStrangeAttractors

(202) 13. KazuoNakanishiandHiroyukiShiba

Domain-likelncommensurateCharge-Density-WaveStatesandtheFirst-Order

lncommensurate-CommensurateTransitionsin Layered Tantalum Dichalc0-

genidesII2H-Polytype

(203) 17. S.HikamiandE･Br6zin
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プレプリン ト案内

Three-loopCalculationsintheTwoDimensionalNon-linearaModel

(204) 18. KazuoUeda

MagneticExcitationsinanItinerantAntiferromagnet

(205) 18. TerumitsuMorita,HazimeMoriandMichioTokuyama

KineticEquationsofDiluteElectronPlasmasintheCoherentRegion

(206) 18･ ScottKirkpatrickandDavidSherrington

Infinite-rangedModelsofSpinGlasses

(207) 20･ H.Grabert,P.Talkner,P.HanggiandH.Thomas

MicrodynamicsandTime-EvolutionofMacroscopicNon-MarkovianSystemsII

(208) 21. ∫.desCloizeaux

Di肌 sionandRelaxationTimeof■PolymersinDiluteSolutions

(209) 24. P.C.Hohenberg

CriticalPhenomenainFluids

(210) 27. HideoHasegawa

SpinFluctuationsinConcentratedFerromagneticAlloys

(211) 27. TakumalshikawaandTakehikoOguchi

AnnealedlsingFerromagnetorBinaryAlloysII

(212) 27. YutakaOkLabe,MichiyoshiOkuandRyuzoAbe

l/∩ExpansionuptoOrder1/n2 (∫)

- EquationorStateandCorrelationFunction-

(213) 27. YutakaOkabe

LogarithmicCorrectionstoaSimplePowerLawatd=4in1/nExpansion

(214) 27. YutakaOkabeandMitikoMasutani

Spin-dimensionalitydependenceofTcin 1/nExpansion

(215) 27. TakehikoOguchiandYohtaroUeno

CuriePointinaquenchedBondModelfortheTwoDimensionalLattice

(216) 27. ShunichiMutoandTakehikoOguchi

lsingModelontheBetheLatticewithCompetinglnteractions

(217) 27. IkuoOno

TransitionTemperaturefortheSquareCactusTreewithRandom Bonds
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プ レプ リン ト案内

(218) 30. T.Schneider,E.P.StollandR.Mor√

BrownianMotion orInteractingandNon-interactingParticlesinaPeriodic

PotentialDrivenbyanExternalField

(219) 31. AyaoOkiji,HideakiKasaiandSumioTerakawa

ElectronicStatesnearMetaHnsulatorInterface
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掲示板

掲 示 板

昭和 53年度研究計画 ･ア トム型研究員第 2回募集

京都大学基礎物理学研究所長

佐 藤 文 隆

昭和 53年度の基研研究計画及びア トム型研究員の第 2回募集を下記の通 り行います｡

長期 ･短期 ･モレキュール型研究計画の外に,従来の枠にとらわれない新 しい研究計画

の応募 も歓迎致 します｡

記

1. 募集内容 長期 ･短期 ･モレキュール型研究計画については,昭和 53年 8月 か

ら昭和 54年 3月までに実施の提案｡ア トム型研究員については,昭和

53年 8月から昭和 54年 3月までの間の計画｡それぞれの内容は別紙

参照 (必要な場合には基研共同事務室-お問い合せ下さい｡)

なお,本年度 も短期研究計画及びア トム型研究員の第 3回募集を行

いませんので御注意 ください｡

2.締 切 昭和 53年 5月 31日(水)(必着 )

3.宛 先 京都市左京区北白川追分町 (〒6(冶)

京都大学基礎物理学研究所

共 同 利 用 事 務 室

電話 075(751)2111(代)(内線)7008

4. 応募の際はA4判の ｢青焼き｣ コピーが容易なように薄手の用紙に黒のボールペン

又は黒インクで御記入の上,封筒の表に研究計画又はア トム型研究員応募 と明記 し

てお送 り下 さい｡

5.基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (昭和 53年 6月末頃の予定 )で審

議決定 します｡
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掲示板

別 紙

A 研究計画

長期研究計画 (あるテーマについて数か月から1年にわたって連絡をとりつつ研

究を行 うもので,普通年 1-2回研究会を行っている｡)

短期研究計画 (あるテーマについて数日間研究会を行 う｡)

モレキュール型研究計画

(数人が随時連絡をとりつつ研究する｡)

イ)研究テーマとその内容

応募書類はあらかじめ研究部員に配っておき,研究部員会議で充分討議致しま

すので,主旨及び問題点を具体的に書いて下さい｡

ロ)世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげ,その中の一人を連絡責任者

として指定 して下さい｡基研研究部員会議で提案の説明をしていただきますの

で提案説明者を決めて下さい｡基研研究部員が参加者にいる場合はなるべく研

究部員が提案説明にあたって下さい｡

ノ､)研究会及びその他の会合の開催希望時期

ニ)研究会及びその他の会合に参加する研究者の予定数

ホ)旅費及び校費の必要額 (項目別に明記して下さい｡)

B アトム型研究員

ア トム型研究員は大学院生を含む研究者を対象 とし,個人がある期間,当研究所

に滞在して研究を続けていただくものです｡

但 し,特別の事情がある場合には当研究所以外を研究場所とする計画も認めてお

ります｡これについての詳細は第 54回研究部員会議議事録 (1971年 11月)22

頁, t.地方大学の研究条件の改善について''をごらん下さいO

イ)所属 ･身分及び連絡先

ロ)研究テーマとその内容

計画の内容,応募の目的をなるべく具体的に御記入下さい｡他の研究計画と関

連させて申し込まれる場合は,その旨明記して下さい｡
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掲示板

ノ､)滞在希望時期及び期間

滞在期間は(A)1か月程度 (場合によっては2週間程度 でもよい｡)又は(B)2

- 3か月程度 (年間 4-5人 )の2種類とします｡応募の際はA又はBのどち

らの種類 を希望するかを明記して下さい｡応募者が一時期に集中し,基研の収

容能力をこえる場合は,一部時期の変更をお願いすることもあ ります｡ (昭和

52年度の利用者は滞在 2か月半 1人,2か月 1人,1か月半 1人, 1か月 17

人, 3週間 1人, 2週間 2人でした｡)

C 新 しい型の研究計画

従来の研究計画の枠 にとらわれない計画も歓迎してお ります｡
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掲示板

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題募 集

来 る 昭 和 53年 6 月 末 頃 に 基 研 の 研 究 部 員 会

議 が 行 わ れ る 予 定 で す の で , 議 題 が ご ざ い ま

し た ら 提 案 趣 旨 と と も に 昭 和 53年 5 月 31日(水)

必 着 で 下 記 に お 申 し 込 み 下 さ い ｡

〒606

京都市左京 区北 白川追分町

京都 大学基礎物 理学研究所

研究部員会議議長団

-398-



編集後記

編 集 後 記

暦の上では2月 20日から4月 1日までを早春と云いますが,寒い中に春の兆が感 じ

られる今日此の頃です｡この時季には大学の行事も多忙を極め,それと共に大学周辺の

印刷会社にも印刷物の注文が殺到し,例年の如くこの時季の ｢物性研究｣の出版は遅れ

がちです｡

編集部でも検討致 しましたが,とりあえず校正による時間ロスを少なくするために,

原稿の文字指定を行なってから印刷屋に出すこととしました｡こちらで文字指定をする

係の人をおくことにしましたが, ｢物性研究｣は速報性を重視している関係上,従来原

著校正を行なってお りませんので,著者 自身による文字指定が印刷 ミスをなくす上で望

ましく思われます｡原稿をお送 り下さる時は,出来るかぎり文字指定まで行なって頂け

れば幸いです｡

各大学では,この時季修士の発表会が開かれていることと推察致 します｡ 修士論文

は,一般に公開される機会が少ないので,修士論文アブス トラクトを ｢物性研究｣に掲

載する企画をたて,数ヶ月前の編集後記でお知らせ致 しました｡京大 ･物理教室でも主

任に申し入れてお ります｡ 教室単位でも,個人でも結構ですので,是非アブス トラクト

を投稿下さるよう,重ねてお願い致 します｡

(T.M.)
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講読規定

個 人講 読

1. 会 費 当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ した が っ て ､ 3月

末 まで に な るだ け 1年 間分 会 費 を御 支払 い下 さい｡

なお新規 講読 の場 合 は下 記 の会 費以 外 に入 会金 と して､

100円 お支払 い下 さい ｡

1年 間の会 費

1 st volume

2 ndvolume

2,340円

2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支払 い が困難 の 向 きは 1volume分･

ず つ で も結構 です ｡)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利用 の上 御納 入 下

さ い ｡

なお通信 欄 に送金 内容 を必 ず､明記 して下 さい ｡

3. 雑 誌 購 読 者 以 外 の代 理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必ず購

読 者 本 人 の 名前 を明記 して下 さい｡

4. 誌 代 の支払遅滞三の場 合 :当 会 の原則 と して は､正 当 な理 由 な

く 2Vols.以 上 の 誌 代 を滞納 され た場 合 には､送 本 を停 止 す る

こ とに なって い ますの で 御留 意 下 さい｡

5. 一 括 送 本 を受 け る場 合 :個 人購 読 中 に大 学 等で一 括 配布 を受

け る様 に な った場 合 は､ 必ず ｢個 人購 読 中止 ､一 括 配布 希望｣

-の通 知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 で す ｡

6. 送 本 先変更 の場 合 :住 所･､ 勤 務 先 の変更 等送 本 先 が変 った場

合 は､必ず､送 本 先変更 届 を提 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会 費 :学 校 ･研 究所 等 で の購 読 及 び個 人で あ って も公 費払 い

の と きは機 関会員 とみ な し､ 代金 は､1Vol.4,380円 ､ 1冊

730円 です ｡ この場 合 ､入 会 金 は不要 で す ｡学校 ､研 究 所 の 会

費 の 支払 い は後 払 いで も結構 で す ｡ しか し購 読 申込 み を され る

時 に支払 い に必要 な請 求 見積 ､納 品 書 各 何 通 必要 をの か をお知

らせ 下 さい｡

なお､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴

校 ､貴研 究 機 関の請 求 書類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連絡 :発 行途 上 に あ る volume の購読 途 中

中止 は認 め られ ませ ん｡購.読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ

らい に中止 時期 を明記 して ｢購 言売中止 屈｣ を送付 して下 さい｡
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